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定
期
総
会
の
開
催

宮
田
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
定

期
総
会
が
４
月
２‐
日
（
日
）
、
宮

田
交
流
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
規
制
緩
和
さ
れ
た
と

は
い
え
、
基
本
的
な
感
染
対
策

を
実
施
し
、
運
営
委
員
、
専
門

部
員
、
各
支
部
長
な
ど
５４
名
参

加
の
も
と
、
前

年
度
に
引
き
続

き
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
岩
間
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
市
長
祝
辞
が
代

読
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
令
和
５

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

報
告
が
あ
り
、
次
に
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

令
和
６
年
度
を
迎
え

富
田
コ
ミ
呈

一テ
ィ
推
進
会

会

長

岩

間

廣

道

宮
田
学

区
内
に
お

住
ま
い
の

会
員
の
皆

様
に
は
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

感
染
症
か
ら
の
呪
縛
か
ら
解

放
さ
れ
て
約
１
年
、
ほ
っ
と
気

持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
瞬
間
、
本
年

１
月
に
は

「
能
登
地
震
」
に
よ

る
被
災
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る

の
で
す
か
ら
、

つ
く
づ
く

「
わ

が
国
は
災
害
先
進
国
だ
」
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
９
月

に
は
、
台
風
に
よ
る
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
、
日
立
市
役
所
を

中
心
に
大
き
な
水
害
を
受
け
ま

し
た
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
自
分

事
と
し
て
の
備
え
を
充
実
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
当
推
進
会
は
令
和
６

年
度
の
活
動
方
針
を
次
の
通
り

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

①

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
自
治
、

運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
市

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
働
に

よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

②

近
年
増
え
て
い
る
大
き
な

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
共
助
の
精

神
の
も
と
、
防
災
意
識

（
発

災
後
の
対
応
）
の
向
上
と
訓

練

へ
の
参
加
促
進
を
目
指
し

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
間
会
長
よ
り
令
和

６
年
度
宮
田
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
会
活
動
方
針
ス
ロ
ー
ガ

ン

「
み
ん
な
で
拓
こ
う
、
明
日

に
つ
づ
く
道
」
が
読
み
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
役
員

選
考
の
年
に
あ
た
り
、
役
員
選

考
委
員
会
を
設
置
し
、
選
考
協

議
を
行

っ
て
役
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
選

ま
す
。

③

市
の
福
祉
関
係
各
課
、
健

康
づ
く
り
推
進
課
や
社
会
福

祉
協
議
会
等
、
各
種
団
体
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら

「
元

気
な
町

。
宮
田
」
を
目
指
し

ま
す
。

④

将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年

お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
協
力

し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

③

各
事
業
の
企
画
ス
タ
ッ
フ

を
幅
広
く
募
集
し
、
明
る
く

実
の
あ
る
事
業
を
進
め
ま
す
。

★
　
　
　
　
　
★

防
災
に
関
す
る
表
現
が
、
減

災
中
心
に
変
化
し
、
発
災
後
の

備
え
を
少
し
で
も
充
実
さ
せ
よ

う
と
の
考
え
で
す
。
ま
た
市
で

は
、
補
助
を
受
け
た
防
災
士
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上

げ
、
強
化
す
る
計
画
で
す
。

考
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
令
和
６
年
度

役
員
、
運
営
委
員
、
専
門
部
長

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
の
北
町
支
部

・
水

庭
様
、
本
町
支
部

・
佐
藤
様
、

審
議
が
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
和
田

曲豆
克

近
年
、
リ
ー
ダ
ー
不
足
の
問

題
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
推
進
会
で
も
、
子

ど
も
会
や
老
大
会
、
町
内
会
の

役
員
、
福
祉
の
中
核
と
な
る
民

生
委
員

・
児
童
委
員
な
ど
に
、

な
り
手
不
足
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ツ

プ
さ
れ
、
行
き
着
く
先
は
解
散

と
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
声
が

あ
ち
こ
ち
か
ら
、
声
一局
に
上
が

っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
の
多

様
化
ば
か
り
が
原
因
で
も
な
さ

そ
う
で
す
。
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト

の
最
優
先
化
に
よ
る

「
余
裕
の

な
さ
」
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
世
の
中
は
働
き
手
優

位
の

「
売
り
手
市
場
」
と
な

っ

て
い
ま
す
。
企
業
は
人
材
確
保

に
大
わ
ら
わ
で
す
。
も
う
少
し

余
裕
を
持
た
れ
て
、
余
人
と
の

関
わ
り
合
い
を
実
践
な
さ

っ
て

「
住
み
よ
い
町

・
宮
田
」
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

《ホームページ》http:〃 wwwonetl.jway.ne.Jp/miyatasuisinkai/



令和 6年 6月 20日 宮 田 主なざ し (2)

月 実施予定日 事  業  名

5月

11日
12日・16日
23日
25日
26日

土曜学校開設
日本書記講座
切 り絵教室
グラウンドゴルフ大会
ニュースポーツで遊ぼう

6月

1日・8日
6日 。20日
8日
15日
20日
21日
23日
27日

宮田小学校花壇整備
日本書記講座
防災無線機使用点検
土 曜 学 校
富田まなざし発行 (122号 )
親子ふれあい教室
ニュースポーツで遊ばう
切 り絵 教 室

7月

4日 。18日
10日
20日
20日 ～ 31日
21日
25日
27日

日本書記講座
防 犯 講 演 会
土 曜 学 校
ラ ジオ 体 操
ニュースポーツで遊
切 り絵 教 室
宮田元気っ子体験村

ば つ

8月

1日

17日
22日
24日
25日

日本書記講座
土 曜 学 校
切 り絵教 室
視 察 研 修
ニュースポーツで遊ぼう

9月

1日

5日・ 19日
7日
13日
21日
22日
26日
28日

学区一斉避難行動訓練
日本書記講座
親子で折り紙
親子ふれあい教室
土 曜 学 校
ニュースポーツで遊ぼう
切 り絵 教 室
合同防災訓練

10月

3日
5日
12日
13日
19日
24日
26日
26日

17日 日本書記講座
宮田まなざし発行 (123号 )
再発見ウォーク
歴 史 探 訪
土 曜 学 校
切 り絵 教 室
宮田小学校花壇整備
ニュースポーツの集い

11月

2日
3日
7日 。21日
9日
16日
24日
28日
30日

宮田小学校花壇整備
宮田ふれあいまつり
日本書記講座
郷土かるた大会
土 曜 学 校
ニュースポーツで遊ぼう
切 り絵教室
クリスマスリースづくり

12月

5日 '19日
7日
8日

8日

14日
15日
17日
18日
21日
21日
26日

日本書記講座
親子で折り紙
そば打ち講習会
かみねレジャーランド

乗り放題券販売
ジャズを楽しもう
ニュースポーツで遊ぼう
郷
救
土
正
切

土かるた大会

り請習
△
雰

命 講 習 会
曜 学 校
月飾りづく
り絵 教 室

1月
1日

9日・ 16日
18日

宮田まなざし発行 (124号 )
日本書記講座
土 曜 学 校

◆令和6年度 事業計画

◆本部・運営委員

月 実施予定日 事  業  名

1月

23日
25日
26日
26日
27日

切 り絵 教 室
まゆ玉飾りづくり
味噌づくり講習会
ニュースポーツで遊ぼう
親子ふれあい教室

2月

6日 '20日
7日・21日
15日
23日
27日

日本書記講座
親子ふれあい教室
土 曜 学 校
ニュースポーツで遊ぼう
切 り絵 教 室

3月
2日・16日

20日
親子でお茶体験
日本書記講座

役  職 氏   名 支部名
△
雰 長 岩 間 廣 道 神   田
副  会  長 小野崎 照 夫 清   幡

コミュニティ会計
浅 利 郁 夫
奈 良 玲 子

生 保 内

清   幡

福 祉 会 計
鈴 木 広

前 野 教 子

清   幡
東町―区

支  部  長

大和田 典 義

船 橋 良 則

水 庭 亮 三

佐 藤   裕
大和田 元 康
海老沢 正 徳
小 澤 泰 男

遠 藤 利 秀

清   幡
生 保 内

足   房
ヨヒ    田丁

本   町
神   田
大平AP
東 町 区

東 町 区

専

門

部

長

広  報  部 阿久津   久 生 保 内

生 活 環 境 部 山 下 泰 弘 封ヒ    田丁

青少年育成部 滑 川 正 之 東町―区

文 化 体 育 部 大和田 豊 克 生 保 内

防災・防犯部 山 本 朝 男 生 保 内

福 祉 推 進 部 岩 間 廣 道 神   田
生 涯 学 習 部 小野崎 照 夫 清   幡
事 務 局 長 大和田、豊 克 生 保 内

■不法投票監視員
●扇   清 光
●堀 江 憲 明
●滑 川 和 之
・ 浅 利 郁 夫

■消費生活サポーター

。茂 木 順 江
■ 日立市体育振興会
スポーツ推進員
●吉 村 文 生
●佐 藤 登喜江

■ 日立地区体育振興会
理  事
。大和田 豊 克
。比 佐 保 美

■ 日立地区体育振興会
地域指導者
。大和田 常 行

■ 日立市 .

健康づくり推進員
●石 堂 富 男

■ 日立市土木委員
。橘   郁 夫

■地域福祉推進員
夫
夫
則
広

穂

照
郁

良

一
美

崎
利
橋

本
津

野小
浅
船
鈴

朽

０

●

●

●

●



(3) 宮 田 まな ざ し 令和 6年 6月 20日

★
東
町

一
区
支
部

小

澤

泰

男

き
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら

盛
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
方
が
望
む
活
動
を

模
索
し
つ
つ
、
参
加
者
の
増
加

を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、　
一
人

一
人

が
声
を
か
け
合
い
、
ス
マ
ホ
な

ど
を
活
用
し
て
情
報
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
東
町
二
区
支
部

遠

藤

利

秀

i

当
支
部
に

は
浜
の
宮
公

園
が
あ
り
、

年
２
回
の
除

車
作
業
と
支

部
花
壇
の
整
備
を
地
域
の
方
々

と

一
緒
に
行

っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
花
壇
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
が
た
く
さ
ん
咲
き
、
地
域
の

皆
様
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

支
部
の
役

員
改
選
が
行

わ
れ
、
引
き

続
き
ほ
と
ん

ど
の
方
が
引

支

吉「

４
　
　
と
♂
癬
．，

■

長

紹

介

昨
年
の
支
部
長
紹
介
で
紹
介

し
ま
し
た

「ジ
ャ
ズ
講
座
」
を

‐２
月
に
行
い
、
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
今
年
も
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ー ★
北

町

支

部
水

庭

古
冗

三

毎
年
度
終

わ
り
に
は
支

部
長
や
専
門

部
員
の
改
選

が
訪
れ
、
そ

の
た
び
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

役
割
は
永
年
担

っ
て
任
を
全

う
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
当
支

部
で
は
で
き
る
だ
け
留
任
を
基

本
と
し
て
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
や
む
な
く
部
員
辞

退
の
方
が
い
ま
し
た
が
、
小
生

は
じ
め
大
方
の
留
任
が
得
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
任
務
を
金
う
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
足

房

支

部
船

橋

良

則

昨
年
は
学

区
行
事
が
予

定
通
り
に
実

施
さ
れ
、
充

実
の

一
年
で

し
た
。
特
に

「
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
の
模
擬
店
は
、
楽
し
い
町

内
会
の
親
睦
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
競
技
に
お
い
て
は
、
生
保

内
支
部
と
の
合
併
、
小
学
１
年

生
と
幼
稚
園
児
の
姉
弟
、
会
員

の
孫
さ
ん
姉
弟
の
頑
張
り
も
あ

り
、
よ
い
成
果
で
終
え
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
会
員
１９
軒
の
弱

小
支
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

★
大
平
Ａ
Ｐ
支
部

海
老
沢

正

徳

昨
年
度
に

続
き
、
支
部

長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
海
老

沢
で
す
。
テ
レ
ビ
鑑
賞
が
好
き

な
イ
ン
ド
ア
派
で
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
多
少
の
経
験
を
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
昨
年
度
よ

り
も
進
ん
だ
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
こ
の

一
年
間

を
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

★
本

町

支

部
佐

藤

裕

当
支
部
も

高
齢
化
の
波

が
押
し
寄
せ
、

毎
年
町
内
会

か
ら
の
脱
会

者
が
増
え
て
お
り
、
運
営
が
困

難
な
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
会
員
が
顔
を
合
わ

せ
て
懇
親
を
深
め
る
場
と
し
て

本
町
会
館
下
で
の
催
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
町
会
に
加
入
し

て
い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ

る
町
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
神

田

支

部
大
和

田

元

康

ン

町
内
会
を

解
散
し
、
ふ

れ
あ
い
ま
つ

り
の
参
加
は

無
理
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
支
部
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

早
朝
６
時
３０
分
、
顔
も
名
前

も
話
し
た
こ
と
も
な
い
同
士
が

大
型
テ
ン
ト
の
脚
を
支
え
、
互

い
に
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
組

み
立
て
る
姿
に
、
思
わ
ず
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
支
え
合
う

地
域

へ
、
着
実
に
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
生
保
内
支
部
阿
久
津

　

久

久
し
ぶ
り

に
支
部
長
に

な
り
ま
し
た

が
、
町
内
の

様
相
は

一
変

し
て
、
当
時
の
１
割
の
世
帯
数

に
な

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
よ
る
町
内
か
ら
の

離
脱
が
主
な
原
因
で
、
現
在
は

２
地
区
３
班
で
３‐
世
帯
の
町
内

会
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
こ
の
小
さ

な
町
内
会
を
ど
の
よ
う
に
存
続

さ
せ
る
か
で
あ
り
、
何
と
し
て

も
宮
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
標
に
、　
一
丸
と
な

っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
清

幡

支

部
大
和
田

典

義

人
口
減
少

や
少
子
高
齢

化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
進
化
に
よ

る
距
離
を
超

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な

ど
、
町
内
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
環
境
は
変
わ
れ
ど
、

防
災
減
災
や
子
ど
も
た
ち
の
安

全
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

強
み
を
発
揮
す
る
部
分
は
多
く

あ
り
ま
す
。
便
利
な
時
代
に
な

っ
た
分
、
共
助
の
あ
り
方
を
再

考
し
、
持
続
可
能
な
組
織

へ
。

ま
ず
は
、
皆
様
と
の
交
流
を

通
じ
て
勉
強
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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専
門
部
の
抱
負

活
動
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
ま
し
ょ
う

★
生
涯
学
習
部

部
長

岩

間

廣

道

「
福
祉
」
は
、
一嵩
齢
者
。
望
目
少

年
」
は
、
児
童
。
「生
活
環
境
」

は
、
生
活
全
般
。
「
防
災
」
は
、

た
び
た
び
起
こ
る
も
の
で
は
な

い
。
「文
化
体
育
」
は
、
健
康
に

体
を
動
か
す
こ
と
。
そ
し
て
、

「生
涯
学
習
」
は
、
年
齢
制
限

や
性
差
に
関
係
な
く
、
興
味
が

あ
る
も
の
が
す
べ
て
対
象
に
な

る
部
門
で
す
。

昨
年
度
は
、
２
つ
の
新
事
業

を
実
施
し
、
多
く
の
参
加
者
か

ら
好
評
を
得
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
新
し
い
試
み
を
お
楽
し
み

に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

★
広
　
報
　
部

部
長

阿
久
津

　

久

広
報
誌

『
宮
田
ま
な
ざ
し
』

は
、
今
年
度
１
２
２
号
か
ら
１

２
５
号
ま
で
を
刊
行
し
ま
す
。

広
報
誌
の
役
割
は
、
宮
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
が
示
し
た

活
動
方
針

「
み
ん
な
で
拓
こ
う

明
日
に
つ
づ
く
道
」
に
沿

っ
て

決
定
さ
れ
た
令
和
６
年
度
事
業

計
画
に
あ
る
各
専
門
部
の
事
業

や
特
別
委
員
会
事
業
の

「
宮
田

元
気

っ
子
体
験
村
」
、
「
総
合
防

災
訓
練
」
、
「
宮
田
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
を
は
じ
め
、
日
立
市
初

の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
事
業

「
シ
ー

サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど

へ
の

参
加
を
宮
田
学
区
内
に
住
む
皆

様
に
伝
え
、
そ
の
事
業
成
果
を

報
告
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
立
市
立
宮
田
認
定

こ
ど
も
園
、
宮
田
小
学
校
、
駒

王
中
学
校
な
ど
の
活
動
の
様
子

を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ん

で
い
る
姿
を
見
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
市
の
事
業
な
ど
の
解
説

等
を
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
編
集
員

一
同
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

★
生
活
環
境
部

贄

山

下

泰

弘

今
年
度
か
ら
、
生
活
環
境
部

部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
識
乏
し
く
、

不
慣
れ
な
こ
と
ば
か
り
で
、
迷

惑
を
お
か
け
す
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
と

勉
強
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
事
業
と
し

て
は
、
引
き
続
き
年
２
回
の
宮

田
小
学
校
の
花
壇
整
備
、
蕎
麦

打
ち
講
習
会
、
味
噌
作
り
講
習

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
大
和

田
前
部
長
の
言
葉
を
引
き
継
ぎ

ま
し
て
、
部
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る

「
理

営

（
計
画
▼

∪
ｏ
（
実

行
）
。
①
げ
①
ω
汗
（
確
認
お
よ
び

評
価
▼

＞
解
一ｏ
β
（
改
善
ご

を

胸
に
、
部
員
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
が
届

き
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
防
災
・防
犯
部

部
長

山

本

朝

男

当
部
は
、
地
域
の
防
災

・
防

犯
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
総
勢
１４
名
で
今
年
度

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
７
月
１０

日
に
日
立
警
察
署
員
に
よ
る
防

犯
講
習
会
、
９
月
１
日
に
支
部

ご
と
の

一
斉
避
難
行
動
訓
練
、

９
月
２８
日
に
学
区
内
住
民
の
防

災
訓
練
、
１２
月
１８
日
に
日
立
消

防
署
に
よ
る
救
命
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
と

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元
旦
の
能
登
半
島
地
震
で
始

ま
っ
た
令
和
６
年
。
最
近
の
自

然
界
や
社
会
の
情
勢
は
、
私
た

ち
の
防
災
と
防
犯
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
ま
す
。

課
題
は
多
い
で
す
が
、
近
所

の
助
け
合
い

（近
助
）
こ
そ
が

防
災
の
要
と
考
え
、
仲
間
と
楽

し
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

★
青
少
年
育
成
部

鷲

滑

川

本
年
度
か
ら
青
少
年
育
成
部

部
長
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
育
成
部
の
事
業
は
、

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
、
Ｆ
一

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
、
「
郷

土
か
る
た
大
会
」
、
「
ま
ゆ
玉
飾

り
作
り
」
、
「視
察
研
修
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
当
育
成
部
事

業
は
、
す
べ
て
親
子
で
参
加
で

き
る
も
の
で
す
。
親
子
で
も
の

づ
く
り
を
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

で
汗
を
流
し
た
り
、
楽
し
く
遊

ん
で
思
い
出
に
な
る
事
業
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ヘ
の
対
応
が
緩
和
さ

れ
た
と
は
い
え
、
感
染
症
対
策

を
万
全
に
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ー文
化
体
育
部
の
部
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
３
年
目
に

な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
事
務

局
長
と
セ
ン
タ
ー
事
務
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
前
年
度
に
続
き
、

さ
ら
に
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 琴ロ

之

★
文
化
体
育
部

部
長

大
和
田

豊

克

文
化
体
育
部
の
事
業
は
、
昨

年
と
同
様
の
事
業
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
方
と
の
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

★
福
祉
推
進
部

部
長

小
野
崎

照
夫

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
指

定
事
業

「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
、
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
、

「
ふ
れ
あ
い
健
康
ク
ラ
ブ
」
の

充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
減
少
の
対
応
を
早
急
に

し
ま
す
。
広
報
誌
や
部
員
等
に

よ
る
お
願
い
、
現
在
参
加
さ
れ

て
い
る
方
の
友
達
紹
介
な
ど
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「
あ
ん
し
ん

。
安
全
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
民

生
委
員

・
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
住
民
と
の
連

携
を
密
に
進
め
て
い
ま
ま
す
。

す
べ
て
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
は
大
変
で
す
が
、
実
施
方

法
や
集
約
等
を
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ひ
た
ち
防
災
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

キ
ッ
ク
オ
フ
研
修
会

宮
田
コ
ミ
呈

一テ
ィ
推
進
会

喫

士

岩

間

廣

道

２
月
３
日
（土
）
、
日
立
市
で
初
め
て
の

防
災
士
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ご

存
知
の
通
り
、
県
内
で
は

「
い
ば
ら
き
防

災
大
学
」
と
並
び

「
日
立
市
」
の
２
施
設

だ
け
が
防
災
士
を
育
成

・
誕
生
さ
せ
ら
れ

る
場
所
で
す
。
そ
の
数
、
令
和
６
年
１
月

末
現
在
で
３
３
５
名
、
う
ち
１
７
３
名
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
に
は
、
気
象
予
報
士
で
防

災
士
の
福
島
ア
ダ
ム
氏
を
講
師
に
迎
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
水
災
害

・
土
砂
災
害

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年
９
月
に
浸
水
禍

を
受
け
た
市
庁
合
に
も
触
れ
な
が
ら
、
風

水
害
の
気
象
情
報
や
避
難
情
報
発
令
基
準

に
つ
い
て
の
講
義
が
続
き
ま
し
た
。

防
災
訓
練
の
推
進
で
は
、
自
主
防
災
組

織
と
小

。
中
学
校
の
連
携
が
令
和
３
年
度

で
は
４
学
区
、
令
和
４
年
度
に
は
Ｈ
学
区

で
な
さ
れ
ま
し
た
。
宮
田
学
区
で
は
、
昨

年
度
ま
で
は
連
携
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
小

・
中
学
校
は
自
由

参
加
と
な
る
予
定
と
の
こ
と
で
、　
一
抹
の

不
安
を
感
じ
ま
す
。

最
後
は
、
能
登
地
震
の
衝
撃
も
鮮
明
に

思
い
出
さ
せ
る
話
で

「地
震

ハ
ザ
ー
ド
カ

ル
テ
」
に
よ
る
と
、
今
後
３０
年
間

「
震
度

６
弱
以
上
の
確
率
は
、
日
立
市
神
峰
町
で

５０

。
９
％
」
だ
そ
う
で
す
。
備
え
を
忘
れ

ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今後30年間4『震度6弱J以上が起Eる確率

/
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自田冠飼つgttЖ烈耐
宮田小学校の4～ 6年生を対象に
男女40名を募集 します
く期日〉 7月 27日 (土曜日)
く会場〉宮田交流センター

含同□鶴訓観

6れaぃ自っり
く期日〉 11月 3日 (日曜日)
く会場〉宮 田小 学校 校庭

*各支部の模擬店出店などにご協力をお願いします。

ひ亀3シ0りでドマ9ツシ
(公認コース)

く期日〉

く会場〉

9月 28日 (土曜日)
宮 田小学校 校庭

く期 日〉
くスタート〉

11月 17日 (日曜日)
日立市市民運動公園

日立市初のフルマラツン
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「親
子
で
お
茶
体
験
」
を
開
催

―

作
法
を
学
び
、
お
茶
の
魅
力
を
知
る
―

３
月
３
日
（
日
）
、
巷
で
は
桃

の
花
の
香
り
と
雛
飾
り
の
あ
で

や
か
さ
に
、
春
の
暖
か
い
陽
射

し
と
も
相
ま
っ
て
世
の
奥
様
方

が
ウ
キ
ウ
キ
し
は
じ
め
る
候
、

宮
田
小
学
校
児
童
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に

「
親
子
で
お
茶
体

験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

開
催
の
理
由
は
、
何
か
と
気

忙
し
い
昨
今
、
親
子
が
揃

っ
て

ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
嗜
む
の
も
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
は

と
の
気
持
ち
か
ら
と
、
お
茶
の

魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

意
図
か
ら
で
す
。

当
日
は
、
講
師
の
方
か
ら
簡

単
に
作
法

の
レ
ク
チ

ャ
ー
受
け
た
後
、
い
よ
い
よ
本

番
開
始
で
す
。
保
護
者
か
ら
わ

が
子
へ
、
湯
飲
み
茶
碗
の
中
で

茶
究
が
踊
り
回
り
ま
す
。

「
ま
ず
は
お
菓
子
を
ど
う
ぞ
」

と
い
う
保
護
者
の
声
に
、
緊
張

し
て
頬
張
る
子
ど
も
た
ち
。
お

菓
子
の
甘
味
に
自
然
と
笑
み
が

こ
ば
れ
ま
す
。
次
は

「抹
茶
体

験
」
で
す
。
口
に
含
ん
だ
途
端
、

少
し
歪
ん
だ
顔
に
な
り
、
そ
れ

で
も

「
結
構
な
お
点
前
で
す
」

の
言
葉
に
、
保
護
者
に
も
笑
顔

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

次
は
、
わ
が
子
か
ら
保

護
者

へ
。
不
安
そ
う
に
待

つ
親
の
皆
さ
ん
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
講
師
の
先
生

方
の
指
導
の
お
か
げ
な
の

か
、
無
事
に
飲
み
終
え
ま

し
た
。
感
想
を
聞
く
と

「お
菓

子
が
お
い
し
か

っ
た
」
と

の
こ
と
。
終
了
後
の
報
告

で
は
、
お
菓
子
が
ひ
と
つ

少
な
か

っ
た
ら
し
い
で
す
。

子
ど
も
は
、
お
菓
子
が
大

好
き
で
し
た
。

部
長

岩

間

廣

道

生
涯
学
習
部

写真で見る
g打の旨0

『日
立
一首
頭
』
・

『日
立
小
唄
』
発
表
会

海
と
山
に
恵

ま
れ
た
工
都
日

立
を
象
徴
す
る

に
ふ
さ
わ
し
く
、

広
く
親
し
ま
れ
て
歌
わ
れ
る
よ

う
歌
詞
を
日
立
市
観
光
協
会
が

募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
３２
年
３
月
の
こ
と
で
す
。

フ
ラ
ン
ク
永
井
が
歌

っ
た

『
有

楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
を
作

詞
し
た
佐
伯
孝
夫
と
作
曲
し
た

吉
田
　
正
が
審
査
員

で
し
た
。

優
秀
当
選
者
と
な

っ
た
の
は
、
市
内
に

住
む
矢
内
道
則
さ
ん
。

そ
し
て
こ
の
詞
に
苦

田
　
正
が
曲
を
つ
け

た

『
日
立
音
頭
』
と
、

佐
伯
孝
夫
作
詞

・
苦

田
　
正
作
曲
の

『
日

立
小
唄
』
が
Ｈ
月
２３

日
、
市
の
秋
の
文
化

祭
に
お
い
て

「
共
楽

館
」
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
宮
田
新

町
と
加
性
の
商
店
会

の
子
ど
も
た
ち
が
、

吉
田
　
正
と
歌
手
に

花
束
贈
呈
し
た
後
、

記
念
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
写

真
の
裏
面
に
は

「
矢
内
道
則

・

苦
田
　
正
先
生

・
曽
根
史
郎

・

野
村
雪
子

・
中
原
淳
子

・
神
楽

坂
浮
子

・
司
会
者
」
と
書
き
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
写
真

を
提
供
し
て
く
だ
さ

っ
た
瀬
川

ま
り
子
さ
ん
は
、
前
列
右
か
ら

２
番
目
で
、
当
時
大
雄
院
小
学

校
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。

翌
３３
年
２
月
に
は
、
レ
コ
ー

ド
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
日
立
音

頭
の

『
ハ
ア
ー

イ
ー
ヨ
　
一
度

く
る
人

一
一度
に
な
る

〓
一度
く

る
と
き
ゃ
住
み
に
来
る
』
と
歌

っ
た
の
は
三
浦
洸

一
と
藤
本
二

三
代
で
、
日
立
小
唄
は
神
楽
坂

浮
子
で
し
た
。
神
楽
坂
浮
子
は

こ
の
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

に
出
場
し
て
い
ま
す
。

大
日
立
市
が
誕
生
し
て
わ
ず

か
２
年
。
こ
の
発
表
会
は
周
辺

町
村
の
人
々
を

「
日
立
市
民
」

と
し
て

一
つ
に
す
る
役
割
を
担

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

日
立
市
郷
土
博
物
館

研
究
員
　
萩

原

明

子

編
集
後
記

▼

『
宮
田
ま
な
ざ
し
』
第
１
２

２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
令
和
６
年
度
を
迎
え
、
新
た

な
指
標

「
元
気
な
町

・
宮
田
」

「
住
み
よ
い
町

。
宮
田
」
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。

▼
活
動
方
針
と
し
て
、
市
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
働
、
防
災
意

識
の
向
上
、
青
少
年
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
連
携
協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
中
で
も
驚
い
た
の
が
、

ひ
た
ち
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る

「
今
後
３０
年
間
で
震
度
６

弱
以
上
の
起
こ
る
確
率
が
、
私

た
ち
の
神
峰
町
で
５０

．
９
％
」

と
い
う
発
表
で
す
。

〈
土
龍
〉
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